
読 者 か ら の 善 意 と と も に

が
５０
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

〓
饗
π
新
聞
グ
ル
ー
プ
の
社
会
貢
献
事
業
の
中
核
を
担
う
読
売

光
と
愛
の
事
業
国
が
今
年
８
月
、
創
立
５０
年
を
迎
え
た
。
障
害

者
の
支
援
か
ら
始
め
、
今
で
は
災
害
救
援
募
金
や
奨
学
金
、
医

療
支
援
、
老
人
施
設
運
営
ま
で
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

2021年伶和3年)9月 20日 鯛 曜日)

畿 懸 辱 畿 縦 畿 齢 凝 農 醸 驀 醸 機

社鎌 祉法人 読 売 光 と 愛 の 事 業 団 創 立 50年
懸 懸 畿 醸 醸 醸 畿 覇 欝 議 蘇 畿 醸 醸 懸 懸 轟 凝 機 畿 離 緩 畿 緩 畿 離 懸 懸 醸 畿 趣 趣

事業国の歩み
く前史>
1961年 財団法人「読売光のプレゼ

ント協会」設立
64年  同協会内に読売アイバンク

設立。これまでに6100件 の
角膜を/.8植

69年 「愛のプレゼント協会」設立
70年 同協会が財団法人に。全国

各地の重症心身障害児者施
設にポランティアの「愛の
プレゼント奉仕団Jの派遣
を開始。2004年 まで68回派

・lT墨課糞製晰鰺偲
蜜冨落姦尉T層鶴80碧彎露

<50年の蜜み>
71年

 肇ロテ肇圭訴雲券与ラ3ヲ
基系倉農普親て当彗進走霧
裏淫

雄氏 (読売新聞社社長 )

81年 地道に福祉活動をする地域
の団体を表彰する「福祉活
動奨励賞Jを創設し、発表。
2000年 まで20回表彰
無料で限科検診・診療を行
う「南洋諸島 IIE科医療団」
派遣事業開始。2000年 まで
19回派遣

「山路ふみ子記念・読売ボラ
ンティアセンターJを 開設
阪神大震災。被災者救援募
金に約40億 8000万 円

「松井秀喜ホ‐ムラン基金」
設立。障害者が働 く小規模
作業所などを助成。2007年 、

「生き生きチ ャレンジ事業」
に発展
「郡司ひさゑ奨学基金 J支
給開始。現在までに257人
に総額 3億 2000万 円支給

社会福祉法人に組elll変更
「読売プルデンシャル福祉
文化賞」創設。2007年 に「読
売福祉文化賞」に改称
初めて海外にポランティア
を派遺。マレーシアの知的

く りは ら  こ ま き  女 優 。
2009年 評議員 就任 。 日中文化 交
流協会副会長・ 理事 長。代表 //E

に映画「 忍ぶ川 」 (1972年 )、
NHK大 河 ドラマ「黄金 の 日日 J

(78年 )、 舞台「 松井須磨子 J

ほか多数 。

みず た  くにお 1949年生 ま
れ。 73年厚生省入省 。厚生 労働
省大 臣官房政策統括営 (社会保
障担 当 )、 保険 局長 、厚生労働
次官 を歴任 。 2018年 3月 、読売
光 と愛 の事業 団理事長 に就任 。
神奈 川県 出身。

―
―
事
業
国
の
活
動
実
績
を

振
り
返

っ
て
、
そ
の
意
義
を
ど

う
考
え
る
か
。

理
事
長

「
ア
イ
バ
ン
ク
や
重

症
心
身
障
害
児
支
援
な
ど
個
別

事
業
を
継
承
し
な
が
ら
、
２
０

０
１
年
に
社
会
福
祉
法
人
と
な

り
ま
し
た
。
読
売
新
聞
グ
ル
ー

プ
の
社
会
福
祉
事
業
を
担
い
、

０５
年
か
ら
Ｌ
高
齢
者
施
設
を
自

ら
運
営
し
、
老
人
福
祉
を
実
践

し
て
い
ま
す
」

「
助
成
事
業
の
も
と
は
読
売

新
聞
の
読
者
の
皆
様
か
ら
の
寄

付
金
で
す
。
こ
の
５０
年
で
事
業

国
に
寄
せ
ら
れ
た

一
般
寄
付
金

は
約
５０
億
円
、
災
書
複

よ
り
も
読
者
の
皆
様
の

善
意
が
あ

っ
て
初
め
て
な
し
え

た
５０
年
だ
と
思
い
ま
す
」

栗
原

「
事
業
団
の
む
活
動
に

は
、
２
本
の
柱
が
あ
る
と
、
む

説
明
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
福
祉
活
動
に
関
わ
る
支

援
の
助
成
。
も
う

一
つ
は
直
接

的
な
社
会
福
祉
事
業
の
展
開
。

私
自
身
、
微
力
で
す
が
、
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
１８
年
、
む
活

動
を
目
の
当
た
り
に
し
て
事
業

国
の
皆
様
の
社
会

へ
の
貢
献
、

一局
齢
者
の
方
々
へ
の
尊
敬
と
愛

情
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
」

「
一
昨
年
、
実
際
に
事
業
団

が
運
営
す
る
高
齢
者
施
設
を
お

訪
ね
し
て
、
深
く
思
い
を
致
し

ま
し
た
。応
援
と
実
務
、
こ
の
２

本
の
柱
は
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ

の
２
本
の
柱
に
も
感
じ
ま
す
」

―
―
こ
れ
ま
で
の
事
業
国
の

活
動
で
記
憶
に
残
る
も
の
は
。

理
事
長

「
新
聞
社
が
母
体
の

団
体
で
す
か
ら
、
災
害
救
援
活

福
祉
の
文
化

定
着
さ
せ
た
い

勲
は
非
常
に
重
要
で
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
で
は
４０
億
円
、
東

日
本
大
震
災
で
は
２９
億
円
を
集

め
、
被
災
者
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
今
で
は
集
ま

っ
た
義
援
金

に
つ
い
て
は
、
経
費
を
事
業
団

と
新
聞
社
が
負
担
し
、
全
額
を

被
災
者
に
贈

っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
被
災
者
の
直
接
支
援
は
奉

仕
活
動
の
最
た
る
も
の
で
、
２

年
前
か
ら
は
被
災
地
に
入

っ
て

救
援
活
動
を
展
開
す
る
技
術
系

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

へ

の
支
援
も
始
め
ま
し
た
。
重
機

な
ど
を
駆
使
す
る
救
援
活
動
は

大
き
な
力
と
な

っ
て
い
ま
す
一

栗
原

「
障
害
を
持

っ
た
方
々

と
、
健
常
者
の
方
々
と
の
交
流

を
積
極
的
に
行
い
、
若
い
方
の

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
に
力
を
注

い
で
き
た
。
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
テ
レ
ビ

系
列
で
制
作
放
送
さ
れ
た

『
大

河
の

一
滴
』
（１
９
８
２
年
）
、

わ
た
く
し
に
と

っ
て
忘
れ
え
ぬ

ド
ラ
マ
、
代
表
作
の

一
つ
で
す
。

そ
の
時
、
様

々
な
障
害
の
あ
る

皆
様
と
出
会
い
、
生
命
の
美
し

さ
を
教
え

て
い
た

だ
き
ま
し

た
。
こ
の
作
品
が
、
社
会
の
中

で
の
福
祉
の
重
要
性
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
事
業
団
の
活
動

か
ら
は
視
覚
障
害
者
支
援
の
国

際
交
流
、
ア
イ
バ
ン
ク
設
立
な

ど
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
す
」

理
事
長

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大

に
際
し

て

は
、
読
売
巨
人
軍
の
皆
様
の
寄

付
を
契
機
と
し
て
医
療
従
事
者

支
援
を
掲
げ
３
億
円
の
寄
付
金

を
集
め
ま
し
た
“
時
代
を
と
ら

え
た
救
援
事
業
も
大
事
で
す
」

―
―
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉

法
人
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
。

理
事
長

「
時
代
と
と
も
に
助

け
な
け
れ
ば
な

りヽ
な
い
方
々
は

変
わ

っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
時
代
の
社
会
的
弱
者
は
だ

れ
か
、
と
問
い
続
け
な
が
ら
支

援
の
あ
り
方
を
た
え
ず
模
索
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」

栞
原

「
社
会
福
祉
法
人
に
は

税
金
の
優
遇
措
置
が
あ
り
、
組

織
自
体
が
公
的
な
存
在
で
す
。

ス
マ
イ
ル
ク
ラ
フ
の

「
運

動
が
苦
手
な
子
の
教
室
」

女優・栗原小巻さんと水田邦雄理事長 対談

必
要
な
人
々
に

支
援
の
手
を
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96年

~酢 ‐
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２０

事
業
団
は
、
超
高
齢
化
が
進

む
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
、
川

崎
市
多
摩
区
で
三
つ
の
高
齢
者

施
設
を
運
営
し
て
い
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
よ

み
う
リ
ラ
ン
ド
花

ハ
ウ

ス
」
を
２
０
０
５
年
、

遊
園
地
よ
み
う
リ
ラ
ン

ド
近
く
に
開
設
し
た
。

１
５
０
床

（他
に
短
期

入
所
１０
床
）
の
入
所
部

門
は
全
室
個
室
で
、
こ

れ
ま
で
に
約
９
０
０
人

が
入
所
し
、

１２
年
か
ら

は
春
腱
り
に
対
応
し
て

い
る
。

「
死
は
日
常
の
ケ
ア

の
延
長
線
上
に
あ
り
、

最
期
ま
で
そ
の
人
ら
し

い
人
生
を
全
う
し

て
い

た
だ
く
」
と
の
理
念
の

も
と
、
こ
れ
ま
で
計
２

９
５
人

（８
月
現
在
）

の
方

々
が
施
設

で
看

取
ら
れ

た
。坂

口
隆
志

・
副
施

設

長
兼

介

護

長
は

「
人

生

の
最

終
盤

を

安

心
し

て
暮

ら

し

て
い

た
だ

け

る

よ
う

温
か

み

の
あ

る

個
別

ケ

ア

を
心
掛

け
て
い
ま

す

。
職

員
自

身
が

『
身
内
を
預
け
た
い
』
と

思
え
る
施
設
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

通
所
部
門

（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）
、
地
域
包
活
支
援
セ
ン
タ

ー
を
併
設
、
地
域
の
高
齢
者
福

祉
増
進
の
中
核
を
果
た
す

一

方
、

１２
年
に
は
、
多
摩
区
内
に

地
域
密
着
型
の
小
規
模
特
養

「
す
み
れ
館
」

（３４
床
）
を
開

設
し
、
地
域
に
特
化
し
た
ケ
ア

も
展
開
し
て
い
る
。

Ｍ
年
に
は
花

ハ
ウ
ス
近
く
で

別
法
人
が
運
営
し
て
い
た
介
護

老
人
保
健
施
設

「
よ
み
う
リ
ラ

ン
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
統
合

し
た
。
入
所
部
門
１
５
０
床
全

て
が
個
室
。
在
宅
復
帰
、
機
能

一改
善
を
目
的
と
し
リ

ハ
ビ
リ
を

展
開
し
、

０３
年
の
施
設
開
所
以

来
の
利
用
者
数
は
、
入
所
と
通

所
部
門

（
デ
イ
ケ
ア
）
合
わ
せ

て
約
１
８
０
０
人
に
の
ぼ
る
。

入
所
部
門
を
統
括
す
る
北
角

智
美
介
護
長
は

「
む
利
用
者
様

の
笑
顔
と

『
こ
こ
に
入
れ
て
よ

か

っ
た
』
と
い
う
言
葉
が
私
た

ち
介
護
職
の
心
の
支
え
で
す
。

今
後
も
ご
利
用
者
様
、
む
家
族

の
思
い
に
寄
り
添

っ
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
川
崎
市
北
部
エ

リ
ア
の
リ

ハ
ビ
リ
拠
点
施
設
と

し
て
市
の
指
定
を
受
け
、
医
療

機
関
と
在
宅
を
つ
な
ぐ
中
間
施

設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

一

方
、
看
取
り
に
も
対
応
。
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
要
請
に
応
え
ら
れ

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
加
え

て
訪
間
看
護
ス
テ
ー
シ

”
ン
と

居
宅
介
護
支
援
事
業

所
も
併

設
、
両
部
門
の
利
用
者
は
発
足

以
来
１
３
０
０
人
を
超
え
て
い

る
。

東
京
都
内

の
眼
科
医
村

上
喜
三
雄
さ

ん
（
７３
）
＝
写

真
＝
は
、
事

業
団
の
南
洋
諸
島
眼
科
医
療
団
の

一
員
だ

っ
た
。
１
９
８
９
年
の
第

８
回
か
ら
最
後
の
１９
回
ま
で
毎
年

参
加
、

「
太
平
洋
戦
争
の
戦
場
だ

っ
た
南
洋
諸
島
の
方
々
へ
の
お
議

び
と
考
え
、
参
加
し
た
」
と
振
り

返
る
。

医
療
団
の
派
遣
先
は
ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
連
邦
、
マ
■
シ

ャ
ル
諸
島
共

和
国
、
パ
ラ
オ
共
和
国
な
ど
で
、

医
師
ヽ
看
護
師
ら
延
べ
８
９
７
人

が
参
加
。
２
万
４
６
８
１
人
を
診

療
し
、
１
７
１
５
件
の
自
内
障
な

ど
の
手
術
を
行

っ
た
。

１
■
１０
件
以
上
手
術
を
し
た
と

い
う
村
上
さ
ん
。
手
術
翌
日
の
回

診
で

「
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
む
ざ
い
ま

す
」
と
言
わ
れ
、
感
無
量
だ

っ
た

と
い
う
。

「
あ
の
原
は
南
洋
議

島

も
医
療
体
制
が
整

っ
て
お
ら
ず
、

出
向
い
て
い

っ
て
施
術
す
る
こ
と

に
大
き
な
意
義
が
あ

っ
た
」
と
医

療
団
派
遣
を
評
価
す
る
。

花ハウス」を開設
読売療育賞の第 1回受賞者
発表
東日本大震災。災害救援募
金約 29億4000万円を集め
る。その後の寄付で被災者
の進学支援の奨学金など被
災者支援事業展開
花ハウスのサテライ ト施設
「すみれ館J開設
「よみうリランドケアセン
ター」を統合
「子どもの貧困」問題の解
消を目指した「子ども育成
支援事業」開始
災害ボランテイアの初動資
金を提供する「災書ボラン
テイア登録J制度を創設
新型コロナウイルスに対時
(たいじ)する医療従事者

を支援するための基金設立

現在の主な事業
助成事業

▽郡司ひさゑ奨学基金 明 董養
護施設から大学などに進学す
る学生に奨学金支給 )

▽子ども育成支援事業 (「子ど
もの資困」などの解消を目指
す支援団体に助成 )

▽生 き生 きチ ャレンジ事業 (障
害者が働 く福祉作業所 の賃金
アップに向けた取り組みを支
援 )

▽ 在 宇 の 重

"心
身 障 害 者 支 援

´

▽読売 ボ ランテ イアセ ンター運

営 (点訳や書訳 デー タを作成
す る団体 を支援 )

▽ が ん 患 者 在 宅 療 養 支 援 事 業
(が んの患者や その家族 を支

援す るボ ランテ ィア 団体 を支

援 )

▽被災 者救援 のため の義援金募

集  '
▽被災地の福祉団体支援助成、

被災地で活動する災害ボラン
テイアヘの支援

▽新型コロナウイルスと対時す
る医療従事者への支援
事業運 営

▽高齢者 施設花ハ ウス、すみれ
館、ケアセ ンター の運営

▽訪売アイバンク(角腱を斡ryE〉

顕彰 事業
▽読売福祉支 イヒ営 (21世紀 にふ

さわ しい福 祉活動 に取 り組 む

団体 や個人 を頭彰 )

▽読売 療育資 (薫症 心身障害児

者施設 の療育 改善 のため、優
れた実践研究を顕彰 )

安
心
の
老
後

支
え
る

責
任
も
重
大
で
す
。
光
と
愛
の

事
業
国
に
は
文
字
通
り
希
望
と

い
う
光
と
木
き
な
愛
が
あ
り
ま

す
。
私
は
、
事
業
団
に
関
わ

っ

て
い
る
全
て
の
皆
様
が
大
き
な

責
任
を
集
た
し
て
い
る
と
強
一く

感
じ
て
い
ま
す
」

理
事
長
「
阪
神
淡
路
大
震
災
、

東
日
本
大
震
象
と
相
次
い
だ
大

災
害
を
契
機

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
し

た
。
企
業
も
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休

暇
を
認
め
る
な
ど
、
社
会
を
挙

げ
て
奉
仕
の
精
神
を
育
て
よ
う

と
い
う
機
運
も
感
じ
ま
す
。
そ

の
流
れ
を
さ
ら
に
大
き
な
も
の

と
し
て
い
く
た
め
に
社
会
福
祉

法
人
は
先
頭
に
立

っ
て
、
そ
の

役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
」

栗
原

「
貧
困
と
格
差
は
今
、

全
世
界
の
問
題
で
す
。
社
会
福

祉
法
人
の
役
割
は
限
り
な
く
広

が

っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま

す
。
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

機
マ
詢
熟
ル
は
評
動
装
れ
帥
〔

ざ
し
が
常
に
期
待
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
『
と

も
に
励
ま
し
合
い
、
助
け
合
い
、

支
え
合
う
』
と
い
う
事
業
国
の

理
念
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
」

―
―
今
後
の
事
業
団
の
活
動

で
力
を
入
れ
た
い
こ
と
は
。

理
事
長

「
読
売
福
祉
文
化
賞

は
福
祉
を
文
化
と
し
て
定
着
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
団
体
を
顕

彰
す
る
、
と
い
う
考
え
方
で
表

彰
を
し
て
い
ま
す
。
福
祉
活
動

が
社
会
の
文
化
と
し
て
根
付
く

よ
う
、
事
業
国
も
根
気
強
く
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
」

栗
原

「
事
業
団
の
活
動
方
針

は
全
て
の
人
々
に
と

っ
て
暮
ら

し
や
す
い
社
会
の
実
現
と
あ
り

ま
す
。
そ
の
前
提
と
な
る
豊
か

な
心
を
持

っ
た
社
会
の
実
現
、

俳
曇
と
し
て
努
力
す
る
所
存
で

す
」「

高
齢
者
施
設
を
お
訪
ね
し

て
感
動
し
ま
し
た
。
人
生
は
輝

い
て
い
る
、
生
命
は
輝
い
て
い

る
。
施
設
に
住
ま
わ
れ
て
い
る

方
、
そ
こ
で
働
く
方
、

（
み
な

さ
ん
に
）
マ
ザ
ー
　
テ
レ
サ
の

愛
を
感
じ
ま
し
た
」

事
業
団
は
半
世
紀
に
わ
た
り
、
多

く
の
個
人

・
団
体
を
支
援
し

て
き

た
。
創
立
５０
周
年
を
機
に
、
事
業
団

に
寄
せ
ら
れ
た
声
を
紹
介
す
る
。

時
に
都
内
の
児
童
養
護
施
設
に
入

所
。
英
語
を
学
び
、
そ
れ
が
生
か

せ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
大
学
に

進
学
し
た
。
在
学
中
は
国
際
親
善

サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
な
ど
英
語

漬
け
の
日
々
。
２
年
生
の
夏
に
は

米
国

・
テ
ネ
シ
ー
州
の
大
学
に
９

か
月
留
学
、
卒
業
時
に
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
９
０
５
点
と
い
う
好
成
績
を

残
し
、
今
は
外
資
系
生
命
保
険
会

社
で
働
く
。

２
年
前
に
は
、
社
会
的
養
護
を

経
験
し
た
日
米
の
若
者
が
交
流
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
入

っ
た
。

「
児

童
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
自
ら
も

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

震
災
後
の
支
援
で

事
業
を
早
期
再
開

宮
城
県
女
川
町
で
サ
ン
マ
を
使

っ
た
パ
ン
や
か
り
ん
と
う
な
ど
を

製
造

・
販
売
し
て
い
る
障
害
者
就

労
支
援
施
設

「
さ
ら
ら
女
川
」
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
建

物
が
流
失
、
通
所
者
２
人
が
行
方

不
明
に
な

っ
た
。

当
時
施
設
長
だ

っ
た
松

原
千
晶

理
事
長
（６０
）は
、
震
災
後
、
早
期

再
建
を
目
指
し
て
奔
走
し
た
。
事

業
国
か
ら
の
支
援
金
は
１
０
０
０

万
円
。
高
台
に
作
業
工
房
を
建
設

し
、
２
０
１
３
年
に
事
業
を
再
開

し
た
。

松
原
さ
ん
は

「
被
災
後
、
通
所

者
は
数
人
し
か
お
ら
ず
、
そ
ん
な

に
お
金
を
か
け
て
ま

で
再

開
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
と
周
り
か
ら

言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
身
近
に
障

害
者

の

働
く
場
が
な
い
と
地
域

も
困
る
。
そ
こ
を
理
解
し
て
力
を

貸
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い

る
」
と
話
す
。
再
開
当
初
１３
人
だ

っ
た
利
用
者
は
今
で
は
２２
人
。
月

５
万
円
近
い
工

賃
も
出
せ
る
よ

う
に
な

っ
た
。
子
ど
も
食
堂
も
始

め
、
今
後
は

「
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
と
な
り
た
い
」
と

話
す
。

南
洋
眼
科
医
療
団

大
き
な
意
義
実
感

丼 事業国に寄せられた声

受
賞
で
活
動
の
幅
広
が
る
ぃ

第
６
回

（
２
０
０
８
年
）
の
読

売
福
社
文
化
賞
を
受
賞
し
た
ス
マ

員
は
８
０
０
人
に
増
え
、

「
欧
州

の
よ
う
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
も

っ
と
身
近
な
も
の
に
し
た
い
。
こ

れ
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
ｅ

ｓ
へ
の
取
り
組

み
も
応
援
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

事
業
国
に
期
待
す
る
。

こ
の
春
大
学
卒
業

奨
学
金
の
お
か
げ

郡
司
ひ
さ

ゑ
奨
学
金
を

受
け
、
本
マ
春
、

独
協
大
学
を

餞
Ｓ
晟
噸
環
露
欄

卒
業
し
た
臼

井
時
築
さ
ん
（２３
）＝
写
真
――
は
、

「
奨
学
金
の
お
か
げ
で
ア
ル
バ
イ

ト
に
時
間
を
と
ら
れ
ず
、
思
い
切

子
を
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
　

り
勉
強
が
で
き
、
あ
り
が
た
か

っ

一
環
で
個

別
指
導
す

る
塾
も
始
　

た
」
と
振
り
返
る
。

め
、
活
動
の
幅
は
広
が

っ
た
。
会
　
　
母
子
家
庭
で
、
高
校
入
学
と
同

，
ど
ご

イ
ル
ク
ラ
ブ

（
千

葉
県
柏
市
）
の
大

浜
あ

つ
子
理
事
長

（６５
）
は

「
受
賞
で

私
た
ち
の
活
動
が

社
会
に
認
め
ら
れ

た
こ
と
が
自
信
に

な
り
、
そ
の
後
の

活
動
の
原
動
力
と

な

っ
た
」
と
話
す
。

障
害
児
も
二
緒

に

運

動

を

楽

し

み
、

「
運
動
が
苦

手
な
子
の
教
室
」

な

ど

を

開

催

す

る
。
障
害
の
あ
る

新型コロナウイルスのワクチンの接種を受ける入
所者 (2021年 4月 、花ハウスで )。 3施設の入所
者は 7月でほぼ全員が 2回機種を完了。職員の 2

回機種率

"月
中に98%に達する見込みだ。 3施

3つの高齢者施設運営 個室で看取り対応


